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m
l刊は

-
別
所
温
泉
で
「
岳
の
織
」

境
問
平
に
四
百
八
十
年
前
か
ら
伝
わ
る
雨

ご
い
行
事
「
岳
の
織
」
が
、
七
月
十
七
日
に

別
所
温
泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
、
夫
神

岳
を
出
発
し
た
約
六
十
本
の
械
は
、
途
中
で

少
女
の
さ
さ
ら
踊
り
、
三
頭
獅
子
と
合
流
し

た
後
、
温
泉
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

117，963人

( +48) 

37，733 

(十 2) 

( )内は前月比です

市民の動き

7月|日現在

主な内容

総人口

世帯数



① 

観光客の目

城下町一一上田市は、数々の史跡や文

化財が残る歴史のまちです。上田城、信

濃国介寺跡、塩田平の古社・古さつなど

見どころが多く、観光客も年々増えてい

ます。そこで、観光客に聞いてみました。

(インタビューは、 6ページにもあります)

ひとことインタビュー

再発見¥新名所!7

然の散策路
リっぱな

藩主館門

(上回城跡公園で)

友だちが上回にいる

ので、夏休みを利用し

細谷重明さん て来ました。緑が多く

(千葉県・21歳) て気持ちがいいですね。

本丸内の茶室が気に入りました。いいア

イデアだと思います。途中、上回藩主の

館門(上田高)を見てきましたが、住宅

街にこつ然と建ち、風格があります。

弘法山遊歩道
(塩田)

ふだん、身近なあまり、まだまだ知らないこと

が多いよ目減跡公園。でも、じっくり歩いてみる

と意外な発見があるかもしれません。 まだ、前山

寺裏の弘法山は、かつて西国三十三番観音の参拝

でにぎわつだといわれています。市ではこのほど、

約800メートルにわだって遊歩道を整備一一夏の

ひととき、自然や文化財に触れながら、あなだも

歩いてみませんか。

真田の

ロマンが...

(上田城跡公園で)

八ヶ岳へ行く途中、

足を伸ばしました。真

田石にはびっくり。大

きいですね。また、石

垣の形とか積み方が太

阪城と比べて違います。上回城といえば、

真田幸村や十勇士。何かロマンがありま

す.当時がしのばれるようです。

和田篤さん

(埼玉県・70歳)

きちんと

保存されている

【2】

(前山寺で)

舷 ノ 4 夫婦で車で来ま

い』 した。別所温泉に
介、3 泊まっています。

1 このあたりは文化

園田博之さん・絵 財の宝庫と聞いて

里さん夫妻 いますが、やはり

(千葉県・ともに29歳) 予想どおりでした。

感心したのは、きちんと保存されている-

ことと環境がいいこと。今後も大切に残

していってほしいと思います。

広報うえだ 63.8.7 

た
ま
に
は
ゆ

ま
す
。
ま
た
、
陸
上
競
技
場
に
あ
る

石
垣
に
は
、
四
角
い
通
水
口
が
・
:
。

西
や
ぐ
ら
か
ら
少
し
足
を
伸
ば
す

と
「
信
州
の
花
木
園
」
。
市
木
の
い
ち

い
な
ど
、
約
六
十
種
が
観
賞
で
き
ま

す
。
ベ
ン
チ
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ゆ
っ
く
り
ど
う
ぞ
。

再
発
見
/
「
横
顔
」
も
知
っ
て

上
回
城
跡
公
園

何
げ
な
く
素
通
り
し
て
し
ま
う
公
園
も
、

つ
く
り
と
歩
い
て
み
た
い
も
の
。

二
の
丸
橋
下
の
け
や
き
並
木
遊
歩
道
は
、

が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
降
り
て
み
る
と

今
ま
で
と
は
違
っ
た
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

散
策
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
。
特
に
、
新

緑
と
紅
葉
の
こ
ろ
は
み
ご
と
で
す
。

興
味
深
い
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
上

田
城
。
か
つ
て
、
七
つ
の
や
ぐ
ら
が
本
丸

を
取
り
囲
ん
で
い
ま
し
た
。
本
丸
の
土
手

に
上
が
る
と
、
今
は
な
い
や
ぐ
ら
の
礎
石

が
残
っ
て
い
ま
す
。
石
垣
も
場
所
に
よ
っ

て
積
み
方
が
違
っ
て
い
た
り
、
目
立
た
な

い
と
こ
ろ
に
五
輪
塔
が
は
め
込
ま
れ
て
い

し

以
前
は
電
車



歴史と自
上田城跡公園、

弘法山頂からの塩田平。思わず体が吸いこまれそう…

上回城跡公園案内図

森
林
浴
も
楽
し
め
る弘法
山
遊
歩
道

前
山
寺
の
裏
に
そ
び
え
る
弘
法
山

(
八
四
四
灯)。

江
戸
時
代
、
西
国
三
十
三
番
観
音
が
設
置
さ
れ
、
参

拝
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

地
元
の
東
前
山
自
治
会
で
は
、
す
で
に
塩
田
城
跡

一
帯
を
史
跡
公
園
と
す
る
計
画
を
決
議
。
そ
の
中
に

は、

三
十
三
番
観
音
の
復
元
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

た
ま
た
ま
二
年
前
、
前
山
寺
か
ら
当
時
の
木
版

(案

内
図
)
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
復
元
計
画
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
で
も
、
こ
の
ほ
ど
、
頂
上
ま
で
の
約
八
百

μ
を

遊
歩
道
と
し
て
整
備
。
観
音
像
を
安
置
し
て
あ

っ
た

ほ
こ
ら

(
岩
穴
)
を
見
な
が
ら
、
森
林
浴
が
楽
し
め

る
コ

l
ス
で
す
。
前
山
寺
の
河
合
栄
尚
住
職
は
、
「
地

元
住
民
の
総
意
で
、
自
然
と
文
化
財
と
が
溶
け
こ
ん

だ
、
心
を
な
ご
ま
す
一
帯
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和

六
十
五
年
春
に
は
、
観
音
像
が
復
元

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

弘法山遊歩道案内図
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戸
鎌
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宵

広報うえだ 63.8.



工ネって省

む
ず
か
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

日本は、石油などのエネルギー資源の99%を輸入に依存しています。

「育限の資源を育劾に使うJ という省エネルギーの思想を、家庭の中

にさらに広めだいものです。チェックポイントを紹介します。

-クルマは常に経済速度で

クルマの経済速度はトップギアで時速

40キロ。高速道路では80キロ。 80キロか

ら100キロにスピードを上げ、ると、約15%

余分な燃料を消費します。また、駐車時

のエンジンのかけっ放し

は 1分間で約15c.cの燃

料のムダです。

-テレビは時計ではありません

朝のテレビ番組を時計がわりにしてい

る人が多いようです。番組を見ないなら

ばスイ ッチを切っ

て時計を使いまし

ょっ。一一一 20型テ

レビを 1日に30分

節約すると、 1か

月で系ヲ 2キロワ ッ

ト時、 1年で24キロワ ッ ト時の節約にな

ります。

-ガスこんろの火は
はみでないように

ガスの炎がなべやヤカンの底からはみ

ださないように調節してください。炎の

先が最も温度が高いのです。底に炎の先

が触れるぐらいが最も経済的です。全開

に比べても火の強さは同じで、カ、、スの消

費量が節約できます。

-掃除は部屋を片づけてから・..

部屋を片づけてから一度に掃除機をか

ければ、 1日約10分の時間が短縮でき、

600ワットの掃除機だと 1か月 3キロワ ッ

ト時の電気の節約になり ます。集じん袋

のゴミのたまり過ぎにも注意を。集じん

袋はいつもきれいに・一。

ち
ょ

っ
と
し
た
心
が
け
で

平
井
寺
ト
ン
、
不
ル
を

歩
き
ま
せ
ん
か

【4】7 

生活環境諜(内線1390)

待
望
の
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
開
通
が

目
前
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
八
月
二

十
五
日
闘
の
車
両
の
通
行
開
始
に
先

立
ち
、
ト
ン
ネ
ル
を
よ
り
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
歩
行
者
に
ト
ン
ネ

ル
を
開
放
し
、
自
由
に
見
学
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誘
い

合
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
八
月
二
十
一
日
目
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
マ
と
こ
ろ

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
区
間
・
問
い
合

わ
せ
管
理
課
(
内
線

1
5
0
2
)

広報うえだ 63.8.

差 3
思ち
募通ル
集訳ミ
しを「
ま
す

聞い合わせ

県
な
ど
で
は
、
次
に
よ
り
善
意
通

訳
を
募
集
し
ま
す
。
善
意
通
訳
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
積
極
的
に

外
国
人
旅
行
者
の
道
案
内
な
ど
の
簡

単
な
通
訳
を
無
償
で
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マ
資
格
県
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

勤
務
先
が
あ
り
、
十
八
歳
以
上
の
人
。

外
国
語
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、

朝
鮮
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
。
マ
募
集

期
間
八
月
一
日
か
ら
同
三
十
一
日



ど金

② 

健康メモ

と皮膚お年寄り

暑
い
日
が
続
き
、
一
年
中
で
一
番

汗
を
か
く
季
節
で
す
。
夏
は
、
い
ろ

い
ろ
な
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り

ま
す
の
で
、
予
防
の
た
め
こ
ま
め
な

手
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、

前
回
に
続
い
て
「
お
年
寄
り
と
度
膚
」

の
二
回
目
(
最
終
回
)
で
す
。

日
光
に
よ
る
皮
膚
炎

日
光
に
あ
た
る
こ
と
は
、
健
康
の

た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。
適
度
な

日
光
浴
は
、
皮
膚
や
粘
膜
を
強
く
し
、

病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
て
く

れ
ま
す
の
で
、
少
し
の
時
間
で
も
外

に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
近
は
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
を
す
る

お
年
寄
り
も
増
え
、
強
い
日
光
に
皮

膚
を
さ
ら
す
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
一
日
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
を
し
で
き

た
ら
、
腕
や
首
す
じ
に
発
疹
が
で
て

し
ま
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
光
皮
膚
炎

と
い
っ
て
、
原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
日
光
に
対
し
て
皮
膚
が
起

こ
す
反
応
で
す
。
か
ゆ
み
が
強
い
な

ど
、
症
状
の
ひ
ど
い
時
は
、
専
門
医

に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
陽
や
け
」
が
も
と
で
シ
ミ

が
出
た
り
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
で
服

薬
し
て
い
る
人
の
中
に
日
光
で
発
疹

が
出
た
り
、
ま
だ
ら
の
シ
ミ
が
出
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
時
間
、
日
光
を
浴
び
な
い

よ
う
に
、
外
へ
出
る
時
は
帽
子
を
か

そ
で

ぶ
っ
た
り
、
長
袖
の
シ
ャ
ツ
を
着
る

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

帯

状

庖

疹

こ
の
病
気
は
、
若
い
人
よ
り
も
お

年
寄
り
が
多
く
か
か
り
、
神
経
痛
な

ど
で
長
期
に
わ
た
り
治
療
を
受
け
る

病
気
で
す
。
最
初
は
、
神
経
痛
の
よ

う
な
痛
み
、
こ
り
な
ど
が
表
わ
れ
、

一一
j

七
日
ぐ
ら
い
の
問
に
発
疹
が
で

て
き
ま
す
。
主
に
上
半
身
の
片
側
に
、

ち
ょ
う
ど
帯
を
巻
い
た
よ
う
に
水
宿

が
で
き
ま
す
。

原
因
は
、
水
痘
(
水
ぼ
う
そ
う
)

の
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
も
の
で
す
。
子

ど
も
の
こ
ろ
に
水
痘
に
か
か
っ
た
こ

と
の
あ
る
人
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
の

中
の
神
経
が
集
ま
っ
て
い
る
所
に
隠

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、

高
齢
に
な
っ
た
り
、
体
力
が
衰
え
た

時
、
活
発
に
動
き
始
め
、
帯
状
宿
疹

と
い
う
形
で
表
わ
れ
て
き
ま
す
。

帯
状
宿
疹
は
、
体
力
が
回
復
す
る

と
だ
ん
だ
ん
改
善
さ
れ
て
く
る
も
の

で
す
が
、
強
い
痛
み
を
伴
い
、
神
経

痛
が
残
っ
て
し
ま
う
人
も
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
医
師
に
診
川
ま
で
マ
応
募
方
法
観
光
課
に
「
善

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

い
意
通
訳
応
募
申
込
書
」
が
あ
り
ま
す
。

叩
・
問
い
合
わ
せ
観
光
課
(
内
線

1

汗
疹
(
あ
せ
も
)
川
4
2
1
)

あ
せ
も
は
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
で
な
川

く
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
も
で
…
公
職
選
挙
法

き

ま

す

。

汗

で

皮

膚

が

ベ

ト

ベ

ト

し

一

寄

付

行

為

は

て

き

て

も

、

そ

の

ま

ま

に

し

て

お

く

一

禁

止

さ

れ

て

い

ま

す

と

、

衣

類

や

寝

具

が

湿

り

、

湿

疹

や

川

;

か
ぴ
、
水
虫
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
川
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
選
挙
区
内

特
に
、
頭
の
後
の
枕
が
あ
た
っ
て
い
叩
の
人
(
自
治
会
、
国
・
地
方
公
共
団

ま
た

る
部
分
や
耳
の
後
、
わ
き
の
下
、
股
、
い
体
、
事
業
所
な
ど
も
含
む
)
に
、
候

背
中
、
陰
部
は
湿
疹
が
で
き
や
す
い
叩
補
者
な
ど
(
議
員
な
ど
も
含
む
)
は
、

所

で

す

。

川

ど

ん

な

場

合

で

も

、

選

挙

の

あ

る

な

で
き
る
だ
け
入
浴
さ
せ
て
く
だ
き
引
し
に
か
か
わ
ら
ず
寄
付
す
る
こ
と
は

い
。
汗
を
か
い
た
り
、
排
尿
便
の
後
川
で
き
ま
せ
ん
。

は
、
熱
い
蒸
し
タ
オ
ル
で
ふ
き
、
次
い

に
乾
い
た
タ
オ
ル
で
湿
気
を
取
る
な
川

ど
、
こ
ま
め
な
介
護
が
必
要
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内
川

線

1
3
7
6
)

ゲートボールでいつも健康

おくらない、もとめない、うけとらない

!三ない運動!

7 

お
祭
り
の
寄
附
や
お
酒

広報うえだ 63.8.【5】



「
岳
の
蟻
」
で

加藤美恵さん

(埼玉県本庄市.21) 

安
い
共
同
ぶ
ろ
巳
感
澱

昨
日
、
上
回
へ
来
ま
し
た
。
別
所

公
園
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
だ
後
、
共

勝木智江さん

(東京都大田区・21) 

同
ぶ
ろ
で
汗
を
流
し
ま
し
た
が
、
料

金
が
安
い
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
や
は
り
温
泉
は
い
い
で
す
ね
。

今
日
は
「
岳
の
峨
」
の

見
学
で
す
。

さ
さ
ら
踊
り
の
少
女
た
ち
が
化
粧
を

し
て
、
か
わ
い
ら
し
い
で
す
ね
。
本

庄
市
に
も
獅
子
舞
い
の
行
事
が
あ
り
、

私
も
少
女
の
こ
ろ
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。

第
二
の
故
郷
グ
別
所
H
山元幸子さん

(千葉県浦安市・26)

私
は
別
所
温
泉
の
大
フ
ァ
ン
。
年

に
何
回
か
来
て
い
ま
す
。
第
二
の
故

郷
と
い
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

将
来
は
、
別
所
の
住
民
に
l
と
も
思

っ
て
い
ま
す
。
歴
史
が
あ
っ
て
、

温

泉
が
あ
っ
て
、
気
候
も
四
季
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
点
が
い
い
で
す
ね
。

「
岳
の
峨
」
と

い
っ
た
伝
統
の
行
事

が
残
っ
て
い
る
所
は
、
人
の
和
も
い

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
ぜ
ひ
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

【6】7 広報うえだ 63.8.

永松雅代さん

(東京都八王子市 .26)

別
所
温
泉
ま
で
電
車
で
来
ま
し
た
が
、

の
ど
か
で
車
窓
か
ら
の
田
園
風
景
が

す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
学
生
時
代

の
友
人
が
上
田
に
お
り
、
彼
女
の
案

内
で
こ
れ
か
ら
信
州
の
鎌
倉
や
上
田

城
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

一

す
。
「
岳
の
峨
」
は
東
京
で
は
見
る
こ
一

と
の
で
き
な
い
お
祭
り
で
、
臓
の
色
一

彩
が
鮮
や
か
で
印
象
的
で
す
。

担
割
問
削
闘
訓
盟
問
削
幅
削
闘
訓
宙
開
抑
留
盟
問
抑
留
盟
園
田
園
間
制
幅
削
盟
問
削
閣
制
厨
幅
削
闘
訓
樹
園
酬
明
加
盟
幅
削
悶
盟
問
圃
園
間
制
闘
訓
園
田
園
間
四
回
訓
開
制
調
宙
開
制
開
制
園
開
制
四
四
盟
問
削
賢
悶
悶
四
四
相
抑
留
宙
開
制
晴
樹
闘
訓
闘
訓
園
間
盟
問
削
閣
制

ル
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
て
感
激
し

ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
、
旅
行
客
に

も
あ
い
さ
っ

し
て
く
れ
る
な
ど
、
都

会
で
は
味
わ
え
な
い
人
情
の
厚
さ
が

あ
り
ま
す
。
女
性
の
一
人
旅
で
も
安

心
で
す
。
塩
田
平
を
歩
い
て
回
れ
る

地
図
が
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
客
も
多

い
よ
う
で
す
の
で
、
駅
や
旅
館
な
ど

に
置
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

す
ば
ら
し
い
田
園
風
景

上
回
は
初
め
て
で
す
が
、
自
然
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
、
静
か
な
街
で
す
ね
。

取
り
リ
f
‘

tdc
註
明
雨
明

計
量
器

定
期
検
査
を

日
年
合
格
ス
テ
ッ
カ
ー

一
人
旅
で
も
安

ω

上
回
は
二
回
目
で
す
。
昨
夜
、
宿

泊
し
た
別
所
温
泉
の
民
宿
で
、
ホ
タ

お
忘
れ
な
く

訴
状
な
ど
を
自
分
で

簡
易
裁
判
所
に

説
明
書
付
き
定
型
用
紙

付で必し訴
きき要立え上
の上なてを固
定がこを起簡
型るとしこ易
のよをたし裁
訴う 書 い、判
状工きかま所
と夫込たたで
調しめのはは
停たばた調
申説簡め停自
立明単にの分
書書 に、申で



計
量
器
を
取
り
引
き
(
商
品
の
売

買
な
ど
)
に
使
用
す
る
皆
き
ん
は
、

そ
の
計
量
器
の
定
期
検
査
を
一
年
に

一
度
、
受
検
す
る
こ
と
が
計
量
法
に

よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
計
量
器
の
定
期
検
査
を
別
表

(表
l
)
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
0

・
出
張
検
査
①
計
量
器
が
二
十
台

以
上
あ
る
②
建
物
な
ど
に
取
り
付
け

て
あ
る
③
光
電
式
は
か
り
・
電
気
抵

抗
線
式
は
か
り
ー
ー
の
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
出
張
検
査
も
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
申
請
書
を
九

月
十
四
日
嗣
ま
で
に
商
工
課
商
工
振

興
係
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
転
廃
業
な
ど
で
計
量
器
を

使
用
し
な
く
な
っ
た
か
た
は
、
商
工

振
興
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
検
査
で
の
注
意
①
検
査
に
は
手

数
料
が
必
要
で
す
(
表

2
)
②
分
銅

や
増
お
も
り
も
、
い
っ
し
ょ
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
③
計
量
器
は
よ
く
掃

除
を
し
て
き
で
く
だ
さ
い
。
④
合
格

し
た
計
量
器
に
は
「
合
格
ス
テ
ッ
カ

ー
」
が
は
ら
れ
ま
す
(
前
べ
l
ジ
)。

⑤
検
査
を
受
け
な
い
と
、
計
量
法
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
課
(
内
線
1

4
0
5
)
 

計量器定期検査日程

質量計 青三 状(主なもの) 能力(ひょう量)および手数料 実施 日 検査会場 検査時 間

畠 軍事
IOl，000 をこえるもの 鈴子公民館 午前 9:30-午前11:30 

感量が
8月22日(月)-ーー・・・ーーーーーーーー・.-ー----------------_----曲・ーーーーーーーー---・・-ーーーー

手動天びん
....300円

西塩田公民館 今ヰk 1:30-午後 3:00
(分銅を含む) ひょ う量の lーのもの

10，000 ・..400円 8月23日(火) 塩田公民館 午前10:00-午後 3:00

川西公民館 午前 9:30-午前11:30

わる
8月24日令1<) --・------------ー-ーー，ー...・----_-ーーー・ーー...ーーーーーーーー『ーFーE・E・----------_ー-

棒はかり 100kg以下…ー・・ .200円
中目 染 閣 午後 1・30-午後 3:00

(おもり を含む) ひょ う量 をる 事え 8月25日附 南天神町公民館 午前10:00-午後 3:00
100kg ~ 1:の 300円

泉回 公 民館 午前 9:30-午前11:30

宅零毛
能力を問わず 8月26日(剣 ーーーー・ーー曲ーーー_.-ーーーーーーーーーーーー ------------------ー-_-----_-ー・--

等 比 1台につき……250円 川辺町 会 館 午後 1:30-午後 3:00

皿手動はかり 分 銅・・・・・・100円 8月29日(月) 中村自治会館 午前10:00-午後 3:00

(分お銅もおりよを含び増む) 
その他 rγ 8月30日(火) 上回卸商業会館 午前10:00-午後 3:00能力を間わず

1台につき…...350円 上回却商業会館 午前 9:30-午前11:30 
増おもり…… 50円 8月31日附 ーーーーー，ーーーー-.・ーー---・・ーー・----ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.-ー・ーー

西部公民館 午後 1:30-午後 3:00
100kg以下・… ..300円

9月 l日同 上回点字 図書館 午前10:00-午後 3:00
200kg以下・・…...500円

台手動はかり ひょう 量 500kg以下 .......900円 9月2日(剣 上回点字 図書館 午前10:00-午後 3:00

増おもりを含む) 1 t以下・・… 1，500円 上小農業共済組合 午前 9:30-午前11:30 
2t以下・ …・・2，400円 9月5日(月)ー『・・・ーー・ーーーーーーー--ー・ーーーーー-_.ーーーーーーーー・ーー・ーーーーーー・ーーーーーーー----ーーー

増お もり…・・・… 50円 大日ノ木公民館 午後 1:30-午後 3:00

9月6日(火) 新田区民会館 午前10:00-午後 3:00
直線目盛のもの

1台につき………150円 新田区民会館 午前 9:30-午前11:30 

その他のもの
9月7日(7]<)ーーーーーーーーーーー-ーー・・・ーーーーーーーーー ーーーーーーー・・..ーーー・・ーーーー・ーーーーーーーーーーー

上野が丘公民館 午後 1:30-午後 3:00
指示はかり

ひょう量 200kg以下 …・・・ 500同 9月8日嗣 午前 9:30-午後 3:00

500kg以下・・…....900円 9月9日(剣 午前 9:30-午後 3:00
増おもり……・・ 50同

市役所計量検査室9月12日(月) 午前 9:30-午後 3:00

|光電式はかり

事畠
光電式はかり 1台につき…...9∞円

9月13日(火) 午前 9:30-午後 3:00
l電気抵抗線式 電気抵抗線式はかり
はかり 30kg以下 1台につき -…800円 9月14日や付 午前 9:30-午前11:30

(表1)(表2)定期検査を受ける計量器と検査手数料額

中
の
用
紙
各
五
種
類
を
準
備
し
ま
し
た
0

4

受
付
窓
口
に
無
料
で
置
い
て
あ
り

平
ま
す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山
・
定
型
用
紙
の
種
類

中

マ

訴

状

・:
①
貸
金
請
求
②
給
料
支

一
払
請
求
③
売
買
代
金
請
求
④
建
物
明

中
渡
請
求
⑤
賃
科
増
額
請
求

山

マ

調

停
申
立
書
:
・①

1
④
は
訴
状

叫
に
同
じ
、
⑤
貸
金
業
関
係
(
い
わ
ゆ

由
る
サ
ラ
金
)

2

・
問
い
合
わ
せ
上
田
簡
易
裁
判
所

(
宮
②
0
0
0
3
)

世
界
人
権
宣
言
初
周
年

記
念
切
手
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集

中
郵
便
局
で
は
、
「
世
界
人
権
宣
言

中

ω周
年
記
念
切
手
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク

中
l
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

凶
作
品
は
、
人
権
の
擁
護
を
テ
!
?

中
と
し
、
広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
も

山
の
で
、
日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
切

中
り
絵
、
版
画
な
ど
自
由
で
す
。
た
だ

血
し
、
個
人
の
作
品
で
、
期
限
は
八
月

平
二
十
九
日
間
ま
で
で
す
。

郵
政
大
臣
受
賞
作
品
は
、
十
二
月

発
行
予
定
の
「
世
界
人
権
宣
言

ω周

年
記
念
切
手
」
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
上
田
郵

便
局
庶
務
会
計
課
(
宮
⑫
1
0
0
0
)

ま
で
。

7 広報うえだ 63.8.{ア】
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甲子園ヘ完全燃焼
甲子園出場をかけた全国高校野球長野大会が

7月17日に開幕しました。上田市営と県営の両

球場では、 48校がベス ト8進出をかけて、逆転

打あり、ファインプレーありの好ゲームを24日

まで展開。スタン ドの応援団も、一投ー打に声

援を送っていま した。(写真=上田染谷丘一長

野吉田、 7月17日 ・上田市営)

古式ゆかしく 祇園祭

市指定文化財になっている「保野の祇園祭」

が 7月23・24日、中塩田の保野で行われました。

24日は、地区内を練り歩いた(=写真)後、最

後に塩野神社で上田城の地固めに舞ったと伝え

られる獅子舞い、少女たちのさきら踊りが奉納

されました。

巨宣言ヨE三三ヨE言三ヨE 三ヨ1==:ヨE圭豆:JE三ヨE三三ヨE三三ヨ1==:ヨE 三ヨE 三ヨE 主ヨ1==:ヨE王室ヨE三三ヨ1==:ヨ巨富呈ヨ1==:盟主呈:JE三ヨ1==:ヨE 三ヨE三三ヨE三三ヨE三三ヨE三三ヨE三三ヨ<==ヨ1==:ヨ1==:ヨ1==:ヨ1==:ヨ巨主主ヨ巨主主ヨ巨主主ヨE豆言ヨ1==:ヨE三三ヨE三三ヨE三三ヨE三三ヨ1==:ヨ

【8】7 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
日
本
禁
煙
友
愛
会
上
田
支
部
様

教
材
用
ノ

l
ト
千
八
百
冊
市
内
小

学
六
年
生
へ

マ

匿

名

図

書

二

十

万

円

相

当

神

川
小
へ

マ
上
回
さ
っ
き
会
様
一
万
二
千
三

百
五
十
一
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ

匿

名

三

千

七

百

六

十

三

円

社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
大
島
や
医
科
器
械
唐
様
卓
上
小

型
滅
菌
器
用
角
カ
ス
ト

滅
菌
設
備

充
実
の
た
め

マ

母

袋

徹

様

(

金

剛
寺
)
十
万
円

報
思
寮
施
設
整
備
費
と
し
て

マ
原
智
様
(
横
浜
市
瀬
谷
区
)
造

形
芸
術
品
(
三
沢
一
実
氏
作
)
創
造

館
へ
展
示

マ
匿
名
毛
糸
(
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
箱
)

報
恩
寮
へ

マ
宮
沢
計
幸
様
(
国
分
)
車
い
す
一

台
社
会
福
祉
協
議
会
貸
し
出
し
用

と
し
て

マ
佐
藤
法
幸
様
(
生
塚
)
が
ん
具
(
百

二
十
種
類
)
市
内
児
童
館
へ

マ
東
小
学
校
P
T
A
踏
入
支
部
様

衣
類
二
十
一
点
母
子
寮
な
ど
へ

広報うえだ 63.8.



米国進駐軍
と上田城

ぜきり

7月21日、 「部落差別をなくす市民大

行動」が市民会館で約1，500人が出席し

て行われました。大会終了後、参加者全

員で市街地を行進、市民に部落差別の撤

廃を訴えました。

上

1
ジ

l
プ
に
は
英
語
で
ミ
リ
タ
リ
ー
ポ

リ
ス
の
文
字
、
右
に
復
元
中
の
上
田
城
北

ゃ
ぐ

句

櫓
。
下

l
西
櫓
を
バ
ッ
ク
に
桑
畑
で
つ

しゃれたバンガロー 利用して
市民の森公園にこのほど、きのこ型の

パン方、ロー 5棟が完成しました。地上2

メートルの高さで、広さは 8畳あります。

この夏、家族やグループていいかがですか。

問い合わせ、わしば山荘(ft⑧0363)まで。

提供者

溝口きよ子さん

(72歳・大手町)

陽
気
な
ヤ
ン
キ
ー
に

最
初
は
警
戒

ω

二
枚
の
写
真
は
、
終
戦
直
後
の
昭

和
二
十
年
九
月
か
ら
数
年
間
に
わ
た

り
上
田
に
駐
留
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

の
進
駐
軍
兵
士
を
、
私
の
主
人
が
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
主
人
は
、
戦
前

か
ら
戦
後
に
か
け
写
真
館
を
経
営
し

て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
進
駐
軍
の

依
頼
を
受
け
通
訳
兼
カ
メ
ラ
マ
ン
と

マ
伴
操
様
(
柳
町
)
陶
芸
用
灯
油

窒
二
基
上
野
が
丘
公
民
館
へ

マ
上
田
ガ
ス
側
様
小
型
動
力
ポ
ン

プ
一
基
消
防
用
と
し
て

マ
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
千
曲
庖
利
用
者
一

同

様

九

千

七

百

七

十

円

社

会

福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
滝
沢
石
様
(
諏
訪
形
)
十
万
円

青
少
年
健
全
育
成
基
金
と
し
て

I~ 点、

明・隆主化 j-

し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

進
駐
軍
が
来
た
当
初
、
婦
女
子
は

夜
間
外
出
し
な
い
な
ど
、
み
ん
な
警

戒
し
た
も
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
人

の
陽
気
で
人
な
つ
っ
こ
い
性
格
に
日

本
人
も
次
第
に
慣
れ
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
上
田
電

報
電
話
局
が
火
事
に
な

っ
た
時
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
持

っ
て
き
た
ポ
ン
プ
車

を
出
動
さ
せ
、
火
事
を
消
し
止
め
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
写
真
を
見
る
と
、
戦
中
・
戦

後
の
食
糧
難
を
は
じ
め
数
々
の
苦
労

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
若
い
世
代
の

か
た
に
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広報うえだ 63.8.1 【g]



----.圃

ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

「
健
康
づ
く
り

市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
集
い
で
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ど
う
ぞ
。

マ
と
き
八
月
二
十
一
日
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
マ
と
こ
ろ

市

民

会

館

マ

内

容

①

健

康

づ

く

り
の
体
験
発
表
⑦
表
彰
式
(
よ
い
歯

と
健
康
家
族
)
③
健
康
体
操
④
健
康

笑
劇
場
⑤
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
⑥
江
戸

家
猫
八
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
「
う

そ

と

ま

こ

と

」

マ

そ

の

他

講

演

終
了
後
、
参
加
者
に
市
営
プ

l
ル
を

無
料
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
広

場
、
お
休
み
所
、
献
血
車
も
用
意
。

線・く詳
1 問だし
3 いきく
7合いは
4 わ。
)せ白

r台
ぷ〉、
ヱエ
グ〉

回
臣ヒ

~ 

を

臣t

~ 

保
健
予
防
課
(
内

松
尾
高
原
(
上
室
賀
)

山
菜
き
の
こ
園
の

オ
ー
ナ
ー
を
二
次
募
集

マ
場
所
市
内
上
室
賀
西
松
尾
地
籍

(
松
尾
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
隣
り
)

マ
区
画
内
容
一
区
画
百
二
十
平
方

川
(
約
四
十
坪
)
、
募
集
区
画
は
五
十

区
画
。
区
画
ご
と
に
、
く
り
た
け
原

木
四
十
本
、
な
め
こ
原
木
五
本
、
し

い
た
け
原
木
五
本
(
種
菌
植
付
済
)

マ
貸
付
方
法
五
か
年
間
貸
付
方
式

マ
料
金
一
区
画
五
万
円
(
五
年
間
)

貸
付
契
約
締
結
の
際
に
全
額
納
入

マ
申
込
条
件
市
内
・
市
外
を
問
わ

ず
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
一
人

最
高
五
区
画
ま
で
。

マ
申
込
方
法
八
月
一
日
円
か
ら
同

十
日
制
ま
で
に
上
田
市
森
林
組
合
事

務
所
(
宮
②
8
2
6
6
)

へ。

大
学
・
短
大
卒
業
予
定
者

企
業
求
人
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
岱
⑫
6

3
6
3
)
で
は
、
来
春
、
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
を
卒
業
す
る
人
を
対

象
に
「
上
田
地
区
企
業
求
人
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
上
小
地
区
の
四
十

五
企
業
が
参
加
し
て
、
企
業
案
内
や

就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。

マ

と

き

八

月

二

十

三

日

ω・
二

十
四
日
制
、
両
日
と
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ
上
田
商
工
会
議
所
五
階

県
消
費
生
活
ホ

l
ム
講
座

受
講
生
を
募
集

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

家
庭
で
学
習
が
で
き
る
「
消
費
生
活

ホ
l
ム
講
座
」
の
受
講
生
を
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

マ
期
間
十
月
か
ら
翌
年
二
月
ま

で

マ

内

容

「

暮

ら

し

と

消

費

者

問
題
」
な
ど
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
学
習

マ
受
講
資
格
十
八
歳
以
上
で
、
別

に
実
施
す
る
「
物
価
通
信
講
座
」
の

受
講
と
重
複
し
な
い
こ
と
マ
募
集

期

限

八

月

二

十

日

出

ま

で

マ

受

講
料
無
料
(
テ
キ
ス
ト
の
郵
送
費

な
ど
は
負
担

)
マ

申

し

込

み

往

復

は
が
き
に
、
①
消
費
生
活
ホ
ー
ム
講

座
受
講
希
望
②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
③
(
返
信
用
は
が

き
の
表
)
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
左
記
へ

。

干
3
8
6

上
田
市
材
木
町
一
ー

一一
ーー
六
長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

(
包
②
8
5
1
7
)

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

団

地

マ

募

集

戸

数

十

八

戸

(

第

一
種
・
三
階
建
て
)
マ
家
賃
三
万

六

千

円

程

度

マ

申

込

期

間

八

月

八
日
間
か
ら
同
十
八
日
同
ま
で
マ

申
込
先
上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

(
宮
⑫
1
2
6
0
)

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
を

叩
月
間
日
は
長
野
県
知
事
選
挙

今月の家庭の日

8月21日(日)

こ協力ありがとう

市では、家庭の大切さを

認識していただくため、毎

月第 3日曜日を「家庭の日」

と定め、明るい家庭づくり

運動を進めています。

[>青少年課(内線1732)

【10)7 広報うえだ 63.8.

緑の羽根募金に260万円
4月、 5月の 2か月間、長野県緑の羽根募金

を実施しました。その結果、2，585，707円の募金

が集まりました。皆きんの温かいご協力ありが

とうごさ、、し、ました。

この募金は、公園・学校など公共施設の緑化、

苗木の配布などに活用させていただきます。



63年度(前期)三種混合予防接種目程表

実施日
正土民〉、 場 名 対象地区

l回 2回 3回

塩田母子健康センター
2月8 4 2月9 0 1月10 1 

塩田地区

川西社会福祉センター 体自) (日火) (火日) 川西地区

南部地区 (南天神町・界

平・北天神町・松尾田J

8 9 1 10 鷹匠町・本町・末広町・

上田市保健センター 月 月 月
大手町)
北部地区(上川原柳町・

(市役所南庁舎2階) 26 21 12 下川原柳町・愛宕町・

日 日 日 上鍛冶町・鍛冶町・上房

(金) (水) 体) 山・下房山・柳町・新田・

上紺屋町)

上野が丘公民館 神科・豊殿地区

西部地区 (下紺屋町・鎌
原・西脇 ・新町 ・諏訪

上田市保健セ ンター 8 9 1 10 部・生塚 ・常磐町・緑

(市役所南庁舎2階) 月 月 月
が丘・新屋・緑が丘北・
緑が丘西・城北)

30 27 18 塩尻地区 (秋和・上塩尻・
日 日 日 下塩尻)

川辺町会館 (火) (火) (火) 川辺 ・泉田地区

神川地区公民館 神川地区

中央地区 (横町・海野町・
原町・袋町・馬場町・

8 9 10 田町・丸堀町・木町・
上田市保健セ ンター 月 月 月 北大手)

(市役所南庁舎2階) 31 28 19 東部地区 (踏入・泉町・

日 日 日
上常国・中常田・下常
田・北常国・材木町・

(水) (水) 体) 常入)

三好町会館 城下地区

保健予防課
(内線1374)

百日ぜき ・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種

対象者 1>1期=①61年 1月 1日から同 6月30日

までに生まれた子どもきん②60年12月以前に生

まれた子どもさんで未接種の人(ただし、 4歳

未満) 1> 2期=①59年 7月 1日から同12月31日

までに生まれた子どもきんで 1期が済んでいる

人②59年 6月以前に生まれた子どもきんで2期

が済んでいない人(ただし、 5歳 6か月未満)

接種内容 1>1期 =3-8週間の間隔で3回接種

( 3週間に満たなかったり 8週間を越えた場合

接種はできませんので、ご注意ください) 1> 2 

期 =1期終了後、 12-18か月以内に1回接種(た

だし、 1期を 2回以上接種済みでないと 2期は

受けられません。また 2期の接種は、 1期を終

えてから正確に12か月を過ぎないと接種できま

せんので、ご注意ください)

注意事項 赤ちゃん手帳の中に接種前後の注意事

項がありますので、お読みくださし」

持ち物 母子健康手帳、印鑑、問診票(赤ちゃん

手帳の中にあります。会場にもあります)

予備日 予備日は11月に予定していますが、その

日程については、後日の 「広報うえだ」に掲載

します。
※受付時間は各会場とも午後1時30分から2時30分まで
※駐車場が狭いため、車での来庁はなるべくご遠慮ください。

健
康
増
進
の

ポ
ス
タ
ー
-
標
語
を

募
集
し
ま
す

県
な
ど
で
は
、
健
康
増
進
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

一

般

マ

規

格

①

ポ

ス

タ

ー
は、

B
3
版
で
色
彩
は
自
由
。
作
品
の
裏

面
に
住
所
、
氏
名
(
学
校
名
、
学
年
)

を
記
入
。
②
標
語
は
、
郵
便
は
が
き

に
標
語
、
住
所
、
氏
名
(
学
校
名
、

学
年
)
を
記
入
。

マ

申

し

込

み

ポ

ス
タ
ー
は
上
田
保
健
所
、
標
語
は
県

保
健
予
防
課
(
干

3
8
0
長
野
市
大

字
南
長
野
六
九
二
1

一
一
)
へ

。
期
限

は
八
月
二
十
五
日
附
ま
で
。犠牲者への追悼を

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

o 0・
-----2 問
6 ¥.、
2 合
⑨わ
O せ
1 
県
1 
某
1 
健
内マ

警防
“課
3 ~ 
3 ft 

小
・
中
学
生
を
対
象
に

私
の
戸
イ
デ
ア

貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

マ

応

募

資

格

小

・

中

学

生

マ

応
募
作
品
①
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
が

生
か
さ
れ
、
美
し
く
使
い
や
す
い
も

の
②
材
料
は
自
由
で
、
大
き
き
は
一

辺
の
長
き
二
十
五

m
以
内
③
作
品
に

は
応
募
者
の
氏
名
、
学
校
名
と
学
年

を

明

記

マ

応

募

先

応

募

者

は

原

則
と
し
て
所
属
学
校
を
通
じ
最
寄
り

の

郵

便

局

へ

マ

応

募

期

限

九

月

九

日

幽

マ

主

催

郵

政

省

わ
が
国
は
、
世
界
唯
一
の
核
被
爆

国
と
し
て
、

「非
核
三
原
則
」
を
国
是

と
し
て
き
ま
し
た
。
上
田
市
も
、
昭

和
五
十
九
年
に
「
非
核
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
に
広
島

へ、

同
九
日
に
は
長
崎
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
四

十
三
回
目
を
迎
え
る
被
爆
日
も
、
も

う
す
ぐ
で
す
。
投
下
時
間
は
八
月
六

日
が
午
前
八
時
十
五
分
、
九
日
が
午

前
十
時
五
十
八
分
。
両
日
と
も
、
こ

の
投
下
時
間
に
は
犠
牲
者
へ
の
追
悼

を
お
願
い
し
ま
す
。
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市
な
ど
で
構
成
し

て
い
る
上
小
き

の
こ
中
毒
防
止
推
進
協
議
会
で
は
、

九
月
二
十
三
日
働
か
ら
二
十
五
日
仙

ま
で
、
上
田
西
武
で

「き

の
こ
展
示

会
」
と

「き

の
こ
相
談
室
」

を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ

て
「
き

の
こ

写
真
展
」
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
の

作
品
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

V
テ
l
マ

き
の
こ
に
関
連
の
あ

る
風
景
、
生
態
写
真

マ

規

格

な

ど

開

催

し

ま

す

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り

(額
ま

l

i

l

i

-

-

-

た
は
フ
レ

ー
ム
入
り

)。

作
品
の
裏
面

市

で

は

、

次

に

よ

り

健

康

ア

ッ
プ

小

野

末

次

さ

ん

緑

が

丘

北

七

七

横

沢

満

さ

ん

伊

勢

山

八

O

樋

口

千

歳

さ

ん

蛇

沢

八

八

村

山

兼

人

さ

ん

下

之

郷

九

一

水

越

正

男

さ

ん

大

屋

，
五

一

関

ひ

ろ

さ

ん

鈴

子

七

九

田

口

さ

か

よ

き

ん

倉

升

七

七

横

林

篤

さ

ん

須

川

七

一

ル

林

勝

さ

ん

林

之

郷

四

四

東
福
寺
と

も

い

さ

ん

院

内

六
七

早
川
繁

治

さ

ん

中

組

八

O

倉
沢

朴

さ

ん

院

内

八

六

伴

隆

さ

ん

柳

町

七

五

岡

田

か

は

る

さ

ん

中

村

七

六

草
井

イ

チ

さ

ん

秋

和

八

四

丸

山

芳

男

さ

ん

仁

古
田

七

六

石
井

一
義

さ

ん

半

過

八

八

伊

藤

き

い

さ

ん

松

尾
町

一

O
一

山

崎

佐

太

郎

さ

ん

矢

沢

八

O

大
島
芳
子
さ

ん

南

天

神

町

六

七

望

月

武

司

さ

ん

新

田

七

三

小

山

美

さ

ん

中

組

八

五

両

角

か

ね

よ

し

さ

ん

三

好

町

七

六

岡

田

新

太

郎

さ

ん

倉

升

八

七

林

政

喜
さ

ん

下

組

八

一

青
木
清
行

さ

ん

北

大

手

八

二

中

村

千

代

子

さ

ん

笹

井

七

五

三

浦

昭

六

さ

ん

新

屋

六

O

清
水
千
尋
さ

ん

馬

場

町

八

六

竹
内

一
布
さ
ん

川
辺

町

五

四

古
川
妙
子
さ

ん

踏

入

四

五

西

林

勝

男

さ

ん

大

屋

六
四

瀬
川

猛

さ

ん

鎌

原

八

九

竹

内

保

雄

さ

ん

諏

訪

形

七

三

新

田

静

枝

さ

ん

北

常

田

六

六

橋

詰

今

朝

雄

さ

ん

梅

が

丘

四

O

小

山

キ

タ

ノ

さ

ん

緑

が

丘

西

七

四

降

幡

寅
男
さ
ん

御

所

六

一

小

井

土

今

朝

雄

さ

ん

御

所

六

七

三

浦

ハ

チ

エ

さ

ん

下

之

郷

八

二

大

村

正

さ

ん

海

野

町

八

三

上

野

慎

一

さ

ん

半

過

五

七

西

沢

益
さ

ん

上

室
賀

八

四

黒

沢

好

さ

ん

中

組

八

五

伊

藤

茂

義

さ

ん

下

之

郷

九

O

佐

藤

幸

代

さ

ん

下

郷

五

六

柳

沢

久

男

さ

ん

御

所

六

三

松

谷

き

く

さ

ん

金

井

八

五

春
原
倉
三

さ

ん

材

木

町

七

五

花

岡

は

つ

の

さ

ん

御

所

八

四

山

口

甲

三

さ

ん

鍛

冶

町

六

四

鷲

原

喜
久

さ

ん

東

前

山

七

四

宮
崎
か
め
よ
さ
ん
緑
が
丘
西
六

O

高
本

藤

栄

さ

ん

小

牧

八

七

保

屋
野

夏

さ

ん

保

野

七

九

上

原

義

孝

さ

ん

御

所

八

一

塩
川
七
五
三
作
さ
ん

福
田

七

九

馬

場

ゆ

き

江

さ

ん

上

塩

尻

七

五

望

月

英

夫
さ

ん

大

屋

七

七

清

水

一

き

ん

畑

山

八

八

き
の
こ
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
口
凹
を
募
集

(
六
月
届
け
出
介

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

高
橋
け
さ
子
さ

ん

新

屋

五
四

三

浦

朋

男

さ

ん

大

屋

八
九

清
水

助

次

郎

さ

ん

小

泉

八

一

小
林
寿
雄

さ

ん

南

天
神

町

八

二

関
口
繁
夫
さ

ん

下

之

郷

八

一

横

関

茂

雄

さ

ん

下

之

郷

四

O

宮
原

ナ

カ

エ

さ

ん

中

村

九

一

敦

賀

文

雄

さ

ん

緑

が

丘

西

六

二

白
鳥
元
久
さ
ん

矢

沢

五

九

納

谷

留

蔵

さ

ん

中

常

田

六

八

に

一
枚
毎
に
画
題
と
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
。
応
募
数
に
制
限

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
未
発
表
作
品
に

限
り
ま
す
。
応
募
作
品
は
展
示
後
お

返
し
し
ま
す
。

マ

応

募

対

象

上

田

小
県
地
区
の
住
民
の

か

た

マ

応
募

先

市

保

健

予
防
課
か
上
回
保
健
所

ヘ

マ

応

募

期

限

九

月
三
日
出
必

着

マ

表

彰

上

田

市

長
賞
、

小
県

郡
町
村
会
長
賞
な

ど

・

問
い
合
わ

せ

保
健
予
防
課
(内
線

1
3
7
3
)

健
康
ア
ッ
プ
教
室

教
室
を
五
回
に
わ
た

っ
て
開
催
し
ま

す
。
健
康
生
活
の
コ
ツ
を
学
び
、
い

き

い
き
と
し
た
毎
日
を
送
り
ま
せ
ん

品
川

マ
対
象
四
十
歳
以
内
で
市
内
に

住

む

人

マ

と

ニ

ろ

市

保

健

セ

ン

タ
ー

(南
庁
舎
二
階
)
マ
定
員

三

十

人

マ

受

講

料

無

料

(材
料
費

が
必
要
)
マ
申
し
込
み
九
月
七
日

附
ま
で
に
保
健
予
防
課

(内
線

1

3

7

6
)
ヘ
電
話
な
ど
で
ど
う
ぞ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

マ

そ
の
他
塩
田
公
民
館
で
の
受
講
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
後
日
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
予
防
課
へ

。

日 程 内 廿，.，." 

第 9月14日(水)
開講;式、オリ エンテーション

午後l・30 講話「これからの健康づくり」
回 ~ 4: 00 話し合いなど

第 10月3日(月) 健康と運動についての講義と実技
2 午後l・30

レクリエーション、ゲーム
回 -4 : 00 

第 10月31日(月)
食事診断、健康と栄養

3 午前9・30 調理実習、歯の健康について
回 ~午後3: 30 一日の疲れをとる体操など

第 11月8日(火)
上手なストレスの解消法

4 午前9: 30 
健康と栄養、調理実習

回 ~午後3・30
いきいきとした毎日を送るための
J民坐主吾白火t人:..<コ主ミ、

第 11月21.日(月)
健康と運動について

5 午前9・30
学習のまとめ、アンケ一卜

回 ~午後I: 00 
修了式、

手づくりお別れパーテイ

健康アップ教室日程と内容

【12】7 広報うえだ 63.8.
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